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主な記事内容
　２面　赤い羽根共同募金のお知らせ
　３面　こんにちは！民生委員・児童委員です
　　　　（高根台地区）
　４面　『ぱれっと』のご案内

メモリアルウエディング

ウエディングプラザ

営業のご案内
○ご婚礼  ○ご宴会  ○七五三祝
○ご法要  ○各種パーティー

福祉用具レンタル・販売

介護保険指定福祉用具貸与事業者

住 宅 改 修

株式会社スペースケア
船橋市栄町1-21-28　TEL・437-1111

営業時間　AM9：00～PM17：30／日・祝 休業

◇「ふなばし福祉」は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています◇

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
3
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
何

百
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る

大
災
害
と
な
り
、
特
に
大
津

波
と
原
子
力
発
電
所
の
崩
壊

は
、
広
大
な
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
団
体
な
ど
が
支
援

波
紋
の
会

　“一滴の波紋が世界中に広がっ
て欲しい„そんな気持ちから名付
けた会は開発途上国の支援のた
め、5年前に設立されました。浴
衣などをリフォームし、子ども
たちの甚平を手作りしてケニア
などに送っているグループです。
　会長の大内孝子さんは三山中
学の元家庭科講師。生徒や保護
者に呼びかけ、また、協力して
くれる会員を募集して三山にあ
る自宅で活動を続けています。
　会員は現在20人ほど。毎週
木曜日に集まり、和気あいあい、

楽しみながら作業をしています。
　浴衣をほどき、洗濯、アイロン、
裁断、裁縫と分担してかわいい
甚平が出来上がります。
　昨年は東日本大震災のため急
きょ、宮城県の保育所に600着
のこどもの甚平を送り、大変喜
ばれたそうです。
　「今後も宮城県、ケニアに送
り続けていきたい。何よりも子
どもの幸せを願って心を込めて
縫っています」と話してくださ
いました。皆さんの優しさが伝
わってきました。

（写真と文）白石ちとせ

（大内孝子さん　前列右から二人目）

に
か
け
つ
け
、
一
歩
一
歩
で

は
あ
り
ま
す
が
、
復
旧
・
復

興
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
社
協
）
で
も
各
団
体
の

協
力
を
得
て
、
義
援
金
募
金

活
動
や
被
災
地
へ
の
支
援
物

資
な
ど
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
被
災
地
へ
の
ご

支
援
と
、
想
定
で
き
な
い
大

災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
対

策
に
つ
い
て
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

市
社
協
は
昨
年
3
月
に

「
第
2
次
船
橋
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
を
策
定
し
、「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
「
安
心
登
録

カ
ー
ド
事
業
」
の
拡
大
・
充

実
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お

　

市
社
協
で
は
5
年
に
一
度

「
船
橋
市
社
会
福
祉
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
船
橋
市
社
会
福

祉
協
議
会
創
立
60
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
、
昨
年
10
月
19
日
、
市
民

文
化
ホ
ー
ル
で
「
誰
も
が
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
福
祉
関
係
者
な
ど
約

5
5
0
人
が
参
加
し
て
盛
大

　

式
典
の
最
後
に
は
、
第
2

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推

進
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
地
区
社
協
）
活
動
の
充
実
・

社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強

化
と
財
源
の
確
保
・
要
援
護

者
の
支
援
体
制
・ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
促
進
の
5
項
目
を

宣
言
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
催
し
物
で
は
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
大
会

で
も
数
々
活
躍
さ
れ
て
い
る

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
1
1
2
人
に
よ
る
壮

大
で
華
麗
な
る
演
奏
に
観
客

皆
が
感
動
し
、
盛
況
の
中
に

福
祉
大
会
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

め
、
多
く
の
来

賓
の
皆
様
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
福

祉
向
上
の
た
め

に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
方
々

に
市
社
協
石
井

会
長
か
ら
、
表

彰
状
（
個
人

2
4
2
人
・
団

体
1
団
体
）、

感
謝
状
（
個
人

62
人
・
団
体
38

団
体
）
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で

は
、
船
橋
市
長
を
は
じ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
も
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は『
辰
年
』で
す
。「
昇

り
竜
」
の
ご
と
く
、
景
気
の

回
復
と
早
期
の
被
災
地
の
復

興
を
願
い
、『
笑
顔
で
明
る

い
年
』
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

石
井　

庄
太
郎

長年の功績をたたえ

華麗なる演奏に感動

【
社
会
福
祉
大
会
を
盛
大
に
開
催
】

笑
顔
で
明
る
い
年
に社

会
福
祉
の
功
労
者
・
団
体
を
た
た
え
て

「
船
橋
市
社
会
福
祉
大
会
」を
開
催
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 平成２４年１月 （２）№７４

◇ 老 人 福 祉 セ ン タ ー で あ な た の 趣 味 を 広 げ ま せ ん か ？ ◇

＊「安心登録カード事業」の推進
＊地区社協への支援
＊ボランティアの派遣及びボランティア依頼者の調整
＊老人クラブ支援事業　＊車椅子・リフトカーの貸出
＊福祉教育推進指定校への活動支援
＊福祉銀行貸付事業　　＊権利擁護センター事業
＊米寿記念写真事業　　＊お休み処の設置運営事業　など

船 橋 市 社 会 福 祉 協 議 会 事 業

だれもが自分らしく安心して暮らせる
福祉のまちづくり（地域づくり）
みなさまの会費が、地域福祉を支えています

共同募金活動の流れ

◎賛助会費（町会・自治会分）23,843,225円　うち40％は各地区社会福祉協議会へ

＊「安心登録カード事業」の推進
＊ミニデイサービス
＊ふれあい・いきいきサロン
＊子育てサロン
＊ボランティア育成
＊地域福祉まつり
＊地区広報紙の発行
＊その他（自主事業）

地区社会福祉協議会事業
120円

180円

一 世 帯 3 0 0 円 の 使 い 道 は ？

平成22年度会費収入
会 員 区 分
賛 助 会 員
特 別 会 員
団 体 会 員
法 人 会 員
合 計

会　　費
年額　 300円
1口　 1,000円
1口　10,000円
1口　10,000円

会  員  数
677町会・自治会

323人
28団体
114社

会 費 収 入 額
23,843,225円
616,000円
1,058,000円
1,290,000円
26,807,225円

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金について

「歳末たすけあい募金」
要保護世帯への支援・民間社会福祉施
設（作業所）等に配分し、地域福祉推進の
ために役立てられます。
・募金期間（12月1日～12月31日）
・平成 22年度配分額　23,381,000 円

（平成 21年度　26,156,570 円）

「赤い羽根共同募金」
募金は、市社協・地区社協の地域福祉推
進のために活用されます。
・募金期間（10月1日～12月31日）
・平成 22年度配分額　17,934,000 円

（平成 21年度　25,470,812 円）

○お休み処運営事業
○リフトカー貸出事業
○子育てサロン事業
○安心登録カード事業
○ふなばし福祉の発行（年3回全戸配布）
○身体障害者ボウリング大会への支援

街頭・家庭・職場・学校・その他で（募金）

千葉県共同募金会船橋市支会

千葉県共同募金会（配分委員会）

船橋市社協への配分募金の使途

（　　  ）4 割：県域配分
6割：地域配分

など

「安心登録カード事業」の推進
災害時や緊急時に備えて

　「安心登録カード事業」は、市社協と地区社協が事
業実施主体となり、平成 21年度から各地区の地区民
生児童委員協議会（民生児童委員）および地区町会自
治会連絡協議会（町会自治会長）の皆さま方のご協力
を得て「安心して住み続けられる仕組みづくり」の一
環として、事業が進められております。
　この「安心登録カード」は、災害時または緊急時に
要援護者の方々（65歳以上のひとり暮らしの高齢者・
高齢者のみ世帯・もしくは日中高齢者だけになってし
まう世帯・障がいのある方など）の救援や支援の協力
を行うため、あらかじめ登録していただくものです。
　現在、24地区社協の全地区で実施され、5,100人（昨
年 10月末現在）の方々が登録されており、今後は登
録者（要援護者）の支援体制について、各地区と協議
検討を行い、また行政が進めている災害時に備えて「要
援護者情報の地域との共有」を図るために、市社協で
は第 2次地域福祉活動計画推進委員会で検討協議を
行ってまいります。



 平成２４年１月№７４（３）

本社・工場：〒273-0014 千葉県船橋市高瀬町32番地
TEL.047-431-9166(代）FAX.本社：047-433-6232/工場：047-437-6668
E-mail：dtp@shinposha.co.jp    http://www.shinposha.co.jp 

コミュニケーションツールの
ことなら私達におまかせください。

豊富な実績と
確かな技術。

創業55年創業55年 謹んで新年の
お慶びを申し上げます

　旧年中は一方ならぬご厚情を賜り、厚く
御礼を申し上げます

　新しき年の皆様のご健勝とご多幸をお祈
り申し上げます

　本年も変わらぬお引き立ての程、宜しく
お願い申し上げます

㈶船橋市生きがい福祉事業団

理事長　松 戸　　徹

　生きがい福祉事業団は、60歳以上の方、
心身障害者、母子家庭の主婦、寡婦の方を
対象に“健康と生きがい”という福祉的要
素のもとに働く機会を提供しています。

中央老人福祉センター	 夏見台1―11―3	 ☎047―438―1105	 東老人福祉センター	 薬円台5―31―1	☎047―466―1381	 北老人福祉センター	 三咲7―24―1	 ☎047―449―7601
南老人福祉センター	 湊町1―11―19	 ☎047―495―8011	 西老人福祉センター	 藤原3―2―15	 ☎047―429―0810問い合わせ先・平成24年度　各老人福祉センターの

　クラブ員募集は2月から始まります！

 

寄
付
者
名

（
敬
称
略
）

８　

月　

分

○
１０
万
円　

多
淵
哲
夫
（
高

根
台
）
○
２
万
円　

矢
橋
敏

雄
（
海
神
）
○
３
０
０
０

円　

海
老
原
義
憲
（
宮
本
）

○
５
０
０
０
円　

荒
井
勢
津

子
（
宮
本
）
○
５
０
０
０
円　

羽
賀
常
昭
（
湊
町
）
○
１
万

円　

鳥
光
昌
江
（
東
船
橋
）

○
３
０
０
０
円　

安
達
マ
ツ

子
（
北
本
町
）
○
１
万
１
４

８
７
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ソ
ル
コ

９　

月　

分

○
１０
万
円　

村
中
駿
博
（
高

根
台
）
○
１０
万
円　
（
社
）

日
本
善
行
会
千
葉
県
支
部
船

橋
地
区
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
新
舞

踊
名
流
会
○
１
万
円　

鳥
光

昌
江
（
東
船
橋
）
○
５
０
０

０
円　

荒
井
勢
津
子（
宮
本
）

○
５
０
０
０
円　

羽
賀
常
昭

（
湊
町
）○
１
万
１
１
９
３
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ

ル
コ
○
１０
万
円　

千
代
藤
会

（
松
が
丘
）１０　

月　

分

○
３
０
０
０
円　

安
達
マ
ツ

子
（
北
本
町
）
○
５
０
０
０

円　

荒
井
勢
津
子
（
宮
本
）

○
５
０
０
０
円　

羽
賀
常
昭

（
湊
町
）
○
２
万
円　

船
橋

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
の
会
○
１

万
円　

鳥
光
昌
江（
東
船
橋
）

○
３
０
０
０
円　

海
老
原
義

憲
（
宮
本
）
○
１７４
万
６
７
３

０
円　

船
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
○
１０
万
円　

藤
乃
千

代
実（
習
志
野
台
）○
３
万
円　

花
の
会
○
１
万
５９
円　

㈱
エ

ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル
コ

１１　

月　

分

○
３
４
４
０
円　

障
害
者
の

出
会
い
の
場
in
船
橋
実
行
委

員
会
○
１
万
円　

鳥
光
昌
江

（
東
船
橋
）
○
５
０
０
０
円　

荒
井
勢
津
子
（
宮
本
）
○
５

０
０
０
円　

羽
賀
常
昭
（
湊

町
）
○
１５
万
５
３
６
２
円　

船
橋
市
赤
十
字
奉
仕
団
○
１００

万
円　

匿
名
○
車
椅
子
２
台　

車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会

船
橋
支
部
○
雑
巾
２５０
枚　

明

治
安
田
生
命
船
橋
労
働
支
部

○
３
万
４
３
１
８
円　

船
橋

子
ど
も
会
育
成
連
絡
会
○
３

４
６
０
円　

匿
名
○
１
万
１

０
８
８
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ソ
ル
コ

善
意
の
輪

善
意
の
輪

　

私
た
ち
の
高
根
台
地
区
は

四
丁
目
・
六
丁
目
の
戸
建
て

と
Ｕ
Ｒ
の
高
根
台
団
地
と
い

う
大
型
団
地
の
あ
る
地
域
で
、

人
口
は
約
１
万
人
で
あ
り
、

市
内
で
一
番
高
齢
者
率
が
高

く
、約
32
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
20
人

で
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員

を
兼
任
し
て
い
ま
す
が
、
20

人
の
う
ち
１
人
は
主
任
児
童

委
員
と
し
て
主
に
児
童
関
係

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
と

◆
秋
の
叙
勲
「
旭
日
中
綬
章
」

田
久
保
尚
俊

◆
全
国
福
祉
大
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
「
地
域
福
祉
活
動
功
労
者
」

青
砥　

幸
雄

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
」

若
生
美
知
子

黒
田
の
り
子

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
「
従
事
功
労
者
」

藤
代　

幸
喜

　

以
上
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

し
て
友
愛
訪
問
と
い
う
見
守

り
活
動
の
ほ
か
、
町
会
自
治

会
や
地
区
社
協
と
連
携
し
、

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
防

災
訓
練
へ
の
参
加
や
敬
老
会

の
共
催
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、

高
齢
者
が
多
い
地
区
で
す
の

で
、
地
域
住
民
が
気
軽
に

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

る
、
地
区
社
協
と
高
根
台
た

す
け
あ
い
の
会
が
開
催
し
て

い
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
「
き
ん

も
く
せ
い
」
の
お
手
伝
い
を

は
じ
め
、
高
根
台
よ
ろ
こ
び

の
会
と
共
催
の
四
丁
目
・
六

丁
目
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
近
く
に
も
民
生

児
童
委
員
が
い
ま
す
。安
全
・

安
心
の
あ
る
暮
ら
し
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。＊　

　

＊

　

�

昨
年
春
の「
瑞
宝
単
光
章
」

を
受
章

　

前
会
長
の
浅
野
玲
子
さ
ん

は
昭
和
49
年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
36
年
間
の
民
生
児
童
委

員
と
し
て
の
社
会
貢
献
に
よ

り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　市社協では、年間3回（5月・9月・1月）
『ふなばし福祉』を発行しています。
　平成24年度から広告掲載を次のとお
り公募とさせていただきます。
◆�船橋市内に事業所を有する企業等を優
先する
◆広告掲載期間　1年間
◆掲 載 料
　一画（1回掲載）20,000円
　サイズ　縦7.6cm×横5.9cm
◆申し込み　平成24年2月29日㈬まで
　　　　　　電話にて申し込み受け付け

◆業務内容　センター利用者の健康相談
◆資　　格　正看護師
　（65歳未満の方
　＊65歳定年制のため）
◆募集人数　1人
◆�勤務日時　㈪～㈯の週

2日、午前9時～午後
4時半（実働6.5時間）
◆時　　給　1,270円

　＊交通費全額支給、有給休暇あり
◆休　　日　日曜・祝日・年末年始
◆採用予定日　平成24年4月1日
◆期　　間　1年間＊更新あり
◆申し込み　�平成24年2月15日㈬
　　　　　　（消印有効）まで
　　　　　　履歴書（市販）を下記へ送付
　　　　　　後日面接試験あり

　下記3ヶ所の『お休み処』をお手伝いして
くださるボランティアを募集しています。
◆場　　所　『ホッところ咲が丘』
　　　　　　 咲が丘3‒25‒5
　　　　　　『ハートフル海神』
　　　　　　 海神5‒1‒21
　　　　　　『ほっとスクエア夏見』
　　　　　　 夏見4‒18‒21
◆内　　容　月２回以上、平日のみ。
◆時　　間　午前の部（午前10時～午後1時）
　　　　　　午後の部（午後１時～午後4時）
　　　　　　の各３時間

広　告　募　集

お休み処のボランティア募集

船橋市南老人福祉センター
職員募集（看護師）

各問い合わせ先
■市社会福祉協議会  ☎（047-431-2653）
　〒273-0005　船橋市本町2-7-8
　船橋市福祉ビル 3F
　船橋市社会福祉協議会

募　　集

市
社
協
関
係
者
が

功
績
を
た
た
え
ら
れ
授
与

（
敬
称
略
）

こ
ん
に
ち
は
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

高
根
台
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
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私
は
、「
ふ
な
ば
し
福
祉
」
の

編
集
委
員
に
、
行
政
代
表
と
し

て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
突
然
の
災
害
へ
の

対
策
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
自
力
で
の
非
難
が
難

し
い
と
思
わ
れ
る
方
々
の
個
人

情
報
を
載
せ
た
災
害
時
要
援
護

者
名
簿
を
作
成
し
、
地
域
と
の

共
有
の
た
め
の
同
意
書
を
対
象

者
の
方
々
に
送
付
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
を
地
域
で

見
守
る
体
制
・
し
く
み
を
作
る

た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

普
段
か
ら
地
域
に
関
心
を
持

ち
、
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
問

題
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｋ
・
Ｍ
）

発　

足　

平
成
12
年
4
月

会
員
数　

14
人

代
表
者　

奥
原　

一
好

飯
山
満

ウ
ク
レ
レ
同
好
会

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
演
奏
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
２
日
に
は
小

室
の
誠
光
園
オ
ー
タ
ム
・

フ
ェ
ス
タ
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。「
小
さ
な
世
界
」

の
手
話
ダ
ン
ス
、「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
の
大
合

唱
。
予
定
時
間
を
超
え
て

会
場
全
体
で
盛
り
上
が
っ

た
の
は
楽
し
く
う
れ
し
い

記
憶
で
す
。

　

い
つ
も
思
う
の
で
す
が

私
た
ち
が
施
設
の
み
な
さ

ん
に
元
気
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
は
と
…

　

チ
ー
ム
発
足
以
来
、
毎

年
３
〜
５
回
ほ
ど
老
人
保

健
施
設
、
病
院
、
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
を
訪

れ
、
ウ
ク
レ
レ
、
歌
、
フ

あ
と
が
き

利
用
で
き
る
方
は
在
宅
で

　

○
高
齢
の
方

　
　
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）

　

○
障
が
い
の
あ
る
方

　
　

※
契
約
能
力
の
あ
る
方

申
し
込
み
は
…

　

○�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

『
ぱ
れ
っ
と
』（
☎
４
３

１
︲
７
５
６
０
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
専

門
員
」
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
ま
す
。

契
約
す
る
と

　

○�

利
用
者
の
ご
希
望
に

そ
っ
た
支
援
プ
ラ
ン
で

「
生
活
支
援
員
」
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。

※�

利
用
料
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小児歯科 矯正歯科 義　　歯 インプラント

〒273-0005 船橋市本町4-41-19セントラルビル3F　http://www.pearl-dental.com

・専属保育士常駐のプレイルーム・駐車場完備
・お電話でご予約を！

医療法人社団真珠会
パール歯科医院

047-424-1100PEARL

住み慣れた町 ず とう ねで つ

最近外出が
めんどうに
なってきたなあ

きょうは
何月何日
だったかしら？

ひざが痛くて
銀行に行けないわ

通帳はどこに
しまったかな？

船橋市社会福祉協議会が安心・安全のお手伝い

お手伝い 3

　ふなばし高齢者等権利擁護セン
ター『ぱれっと』は、高齢者や障
がいのある方々が、自立したライ
フスタイルを描き、安心して日常
生活が送れるよう、必要な支援を
します。お気軽にご相談ください。

福祉サービスを安心して
利用できるようにお手伝い

お手伝い 1

お手伝い 2
大切な書類や実印などを
お預かりして貸金庫で保管

毎日のくらしに欠かせない
お金の出し入れをお手伝い


